
長命連産効果は日本ホルスタイン登録協会が開発した新しい指数です

総合指数と長命連産効果を使用したホルスタインの改良

- 2011 年8 月の種雄牛評価成績から長命連産効果が登場します -
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総合指数があるのに、なぜ長命連産効果？

総合指数(NTP)は、ホルスタインにおける国の改良目標を実現するための選抜の道具として

1996 (平成8) 年以来、重要な役割を担ってきました。我が国のホルスタイン集団は、NTP

を使い始めてから、乳量において年当たり+100 ㎏以上のスピードで遺伝改良が進んでいます。

その結果、表型的にみても泌乳能力は急激な上昇を示しましたが、一方で繁殖性の低下や生産

寿命の低迷が問題になってきました。泌乳能力と繁殖性との間にはマイナスの遺伝相関が存在

するため、NTP を利用した選抜のみでは繁殖性を同時に改良するのは難しく、第 2 の指数の

開発が求められていました。ちなみに、乳量と空胎日数との間には+0.45の遺伝相関が推定さ

れています。

最近の酪農家は輸入精液に関心が高く、2009 (平成21) 年度の国内精液利用率は約55 ％

まで減少しています。乳牛改良の傾向には、短期的にみると酪農家の多種多様なニーズや流行

りがあり、このような改良方針の変化が輸入精液の利用増加の一因と考えられます。一方、NTP

は長期的な改良方針を具体化したものですから、NTP のランキングと精液の供用頻度は完全に

一致する必要はなく、酪農家が間違った方向へ改良を進めないよう、その指針を示す役割があ

ります。それゆえ、酪農家の多様な改良方針に応えるためには、NTP の他に第 2 の指数の開

発が求められていました。それが今回開発された長命連産効果です。

総合指数と長命連産効果で、改良の役割分担

NTP は、シンプルな構造になっていますが、これは泌乳能力と機能的体型 (特に肢蹄と乳房)

に対して強い選抜が確実に加わるようにしているためです。一方、長命連産効果は、泌乳能力、

機能的体型、在群期間 (HL)、体細胞数 (SCS)およびボディコンデション (BCS)など、NTP



よりも多くの形質を直接考慮しながら、総合的に生産寿命の延長が期待できる種雄牛の選抜に

利用されます (表1)。

表1．総合指数(NTP)と長命連産効果における各形質の重み付けの比較

乳脂量
乳ﾀﾝﾊﾟｸ

質量
無脂固
形分量

乳脂率
在群
期間

肢蹄
乳房
成分

尻の
角度

BCS SCS

総合指数
(NTP)

19 53 4 20 -4

長命連産
効果

11 23 6 26 4 8 2 14 -6

耐久性成分 疾病繁殖成分産乳成分

乳牛の生産寿命は非常に多くの要因が関与しているので、生産寿命の改良を目的にした長命

連産効果は、NTP と比較して考慮すべき形質数がどうしても多くなります。

また、長命連産効果に含まれる HL は生産寿命を直接説明する形質ですが、HL の育種価そ

れ自体も多くの形質の遺伝的関係 (遺伝相関)を使用して推定されています (表2)。

表2．在群期間の育種価を推定するために使用した形質との遺伝相関

初産
乳量

体細胞
スコア

肢蹄 胸の幅 鋭角性
乳房の
懸垂

乳房の
深さ

前乳頭
の配置

在群期間 -0.08 -0.21 0.17 -0.21 -0.23 -0.07 0.39 0.08
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特に、後代検定済み直後の種雄牛はほとんどの娘牛が生存しているので、その場合に HL の

遺伝評価で頼りになるのは表2 に示した形質との遺伝相関なのです。また、表2 からわかるこ

ととして、HL と初産乳量との間にはマイナスの遺伝相関が認められます。これは、数値の大

きさから無相関に近似した関係を示しています。換言すれば、HL のみで種雄牛を選抜したと

しても、泌乳能力が間接的に改良されるとは限らないことを示唆しています。長命連産効果は、

泌乳能力の改良も念頭に置きながら生産寿命の改良を進めることができる指数です。

その他、長命連産効果に含まれる形質として、BCS は繁殖性との遺伝相関を利用することで、

生産寿命の延長が期待できる種雄牛を選抜するためのものです。ここで、BCS と空胎日数との

間には、-0.37 の遺伝相関が推定されています。SCS に対する重みは、乳房炎のような疾病

の発生を抑制するとともに乳質改善の面からも生産寿命の改良が期待できます。



泌乳能力と機能的体型は、NTP で種雄牛を選抜した方が高い遺伝改良量が期待できます。一

方、長命連産効果は生産寿命の改良を重視しながら酪農家の収益を増やすための指数なので、

泌乳能力や機能的体型の遺伝改良量だけを見ると NTP よりも劣りますが、生産寿命の改良量

は NTP を使用した場合よりも 3 倍近く高くなります。また、長命連産効果は、BCS を利用

して空胎日数の延長を抑制し (-0.03 日/年)、繁殖性の改善にも配慮しています (表3)。

表３．総合指数(NTP)と長命連産効果で選抜したときの年当たり遺伝改良量の比較

乳量 乳脂量
乳ﾀﾝﾊﾟｸ

質量
無脂固形

分量
決定
得点

肢蹄
乳 用
強健性

乳器
生産
寿命

SCS
空胎
日数

+5.6kg +4.8kg +12.7kg

(+0.003%) (+0.003%) (+0.003%)

+3.1kg +2.8kg +7.4kg

(+0.003%) (+0.003%) (+0.003%)

-

長命連産
効果

+79kg +0.08 +0.02 +0.06 +0.15 +32.1日 -0.04 -0.03日

総合指数
(NTP)

+139kg +0.11 +0.04 +0.12 +0.18 +11.4日 -0.02

総合指数における空胎日数の年当たり改良量は推定していない

カッコ内は各乳成分率の年当たり改良量

長命連産効果は、HL のような種雄牛のみ公表されている育種価が利用されているので、雌

牛には利用できません。また、長命連産効果は生産寿命のみならず泌乳能力も同時に考慮しな

がら収益性の高い種雄牛を選抜することを目的にしているので、儲かる遺伝子がすぐにわかる

ように円の単位で表示されています。

国内精液の利用しやすい環境づくり

長命連産効果は産乳成分の重みが40 ％しか配分されていないので、これを単独で利用した

場合、一部のマイナスブル (泌乳能力の低い種雄牛)が上位にランキングされる可能性がありま

す。また、長命連産効果を使用した選抜は、乳量の年当たり改良量が+79㎏しか期待できない

ので、国の改良目標の達成には不安があります (表3)。

上述した理由から後代検定の候補種雄牛は、我が国の長期的な改良目標を示した NTP で選

抜することが望ましいでしょう。後代検定済み種雄牛は、泌乳能力の低い種雄牛が一般供用さ

れないように、これも NTP を利用して選抜します。そして、このように選抜された一般供用

種雄牛は、多様な酪農家の改良方針に配慮しながら、NTP だけでなく長命連産効果を使用した



ランキングでも種雄牛を選択できるようにします (表4)。

表４．総合指数(NTP)と長命連産効果を利用した種雄牛の選抜手順

ステップ１

ステップ２

ステップ３ NTPまたは長命連産効果で選抜

後代検定候補種雄牛の選抜

NTPで選抜
後代検定済みから

一般供用種雄牛を選抜

一般供用種雄牛リストから

酪農家が選抜

長命連産効果は、精液の選択範囲を広げ、特に国内精液の利用しやすい環境づくりに役立つ

と考えられます。


